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カ
経
営
学
の
方
法
的
民
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と
経
蛍
学
本
質
前
日
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ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
方
法
的
反
省
と
経
営
学
本
質
論
(一)

山

本

安

次

良E

序

1 

経
営
学
の
新
時
代
正
方
法
的
反
省

経
営
学
は
文
字
通
り
「
経
営
の
学
」
す
な
わ
ち
経
営
理
論
の
体
系
で
あ
る
か
ら
、
経
常
の
研
究
壱
離
れ
て
経
営
学
は
あ
り
得
な
い
。
こ

の
意
味
に
て
、
今
日
に
お
け
る
経
営
研
究
の
急
速
な
発
展
は
経
営
学
の
展
開
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
し
乙
は
否
『
定
せ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

経
営
研
究
は
す
へ
て
無
条
件
に
経
営
学
的
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
サ
イ
そ

γ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
肯
定
的
な
見
解
が
な
い
訳
で
は
な

し、
。

し
か
し
、

d
b
T
U

、
わ
れ
わ
れ
が
広
く
ド
イ
ツ
経
営
学
と
ア
メ
リ
カ
経
営
学
と
を
比
較
し
、

ま
た
ア
メ
リ
カ
経
営
学
と
総
称
せ
ら
れ

る
も
の
に
お
い
て
も
種
々
の
学
派
や
研
究
方
針
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
余
り
に
も
大
き
な
相
違
の
故
に
、
そ
れ
ら
が
果
し
て
共
に
等

し
く
経
営
学
概
念
に
包
含
せ
し
め
ら
れ
う
る
か
を
疑
が
わ
ざ
る
壱
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
近
時
、
技
術
革
新
、
経
営
革
新
の
時
代
的
要

求
に
よ
っ
て
、
経
営
研
究
の
領
域
は
広
ま
り
、
新
し
い
研
究
方
法
や
研
究
方
針
が
採
用
さ
れ
、

し
か
も
い
わ
ゆ
る

同
ロ
仲
合
同
己
同

mw
の
H
H
U
E
ロ

mw同
可

昌司同
O
m
w
舎
の
名
の
下
に
、
そ
の
傾
向
は
い
よ
い
よ
顕
著
と
な
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
に
種
々
様
々
な
経
営
研
究
が
現
わ
れ
て
、
ぞ

の
休
系
性
が
忘
れ
ら
れ
れ
ば
忘
れ
ら
れ
る
ほ
ど
、
そ
れ
ら
が
一
体
経
営
学
に
と
り
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
、
更
に
根
本
的
に
経
営
学



的
研
究
と
は
何
か
、
そ
も
そ
も
経
営
学
と
は
何
か
を
反
省
す
る
こ
と
が
不
可
避
的
と
な
る
。
特
に
、
諸
学
説
の
比
較
研
究
や
批
判
研
究
に

よ
る
方
法
的
反
省
は
少
く
と
も
経
営
学
を
専
攻
す
る
者
に
と
っ
て
の
根
本
的
課
題
と
な
ら
ざ
る
壱
得
な
い
。
そ
し
て
そ
の
方
法
的
反
省
は

研
究
方
法
に
関
す
る
も
の
か
ら
更
に
根
本
的
な
学
問
方
法
に
関
す
る
も
の
へ
進
み
、
経
営
学
本
質
論
へ
向
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

思
う
に
、
経
営
が
構
造
変
動
の
結
果
、
新
時
代
に
直
面
し
て
い
る
よ
う
に
、
経
蛍
学
も
ま
た
新
時
代
へ
の
動
向
を
示
し
、
新
た
な
方
法

的
反
省
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
や
わ
が
国
で
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
さ
え
か
か
る
傾
向
が
明
瞭
に
看
取
出
来
る
。
す

で
に
ド
一
ブ
ヅ
カ
I
は
経
営
学
の
確
立
の
た
め
に
、

「
新
し
い
哲
学
」

1
l過
去
三
百
年
間
西
欧
文
明
の
基
礎
と
な
っ
た
デ
カ
ル
ト
の
分
析

論
理
に
対
し
て
新
し
い
総
合
論
理
壱
問
題
と
す
る
|
|
の
必
要
を
説
き
、
カ
リ
ト
v
h

は
寸
総
合
の
時
代
」
の
到
来
を
告
げ
て
い
る
。
特
に

こ
と
で
取
上
げ
よ
う
と
す
る
伝
統
主
義
者
の
グ
l

y
ツ
で
さ
え
現
状
批
判
壱
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、
批
判
は
根
本
的
な
る
を
要
し
、
破

壊
的
で
あ
る
と
共
に
、
建
設
的
、
創
造
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
や
、
伝
統
的
な
管
理
学
説
や
経
済
学
説
も
羊
新
的
な
組
織
学
説

ゃ
行
動
科
学
説
も
そ
れ
ぞ
れ
経
営
学
の
一
契
機
と
し
て
深
〈
方
法
的
に
反
省
せ
ら
れ
、

「
本
格
的
」
な
経
営
学
の
現
成
に
貢
献
せ
ね
ば
な

ら
な
い
と
き
と
田
U

わ
れ
る
。

2 

ア
メ
リ
カ
経
営
学
と
方
法
的
反
省

方
法
的
反
省
と
か
方
法
論
争
と
か
い
え
ば
、
誰
で
も
直
ち
に
ド
イ
ツ
経
営
円
了
を
連
想
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
、
ド
イ
ツ
経
営
学
に

お
け
る
方
法
的
反
省
や
論
争
は
激
し
く
、
ま
た
繰
返
さ
れ
て
有
名
で
あ
る
か
ら
で
あ
弘
。
し
か
し
、
経
営
学
の
進
展
が
多
か
れ
少
な
か
れ

方
法
的
反
省
や
方
法
論
争
を
媒
介
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
限
り
、
そ
れ
は
}
イ
ツ
に
限
ら
ず
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
わ
が
国
を
始
め
、
ど
こ

で
で
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る

G

こ
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
と
か
く
方
法
的
反
省
と
無
縁
と
考
え
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
実
は
方

ア
メ
リ
カ
経
常
学
の
方
法
的
反
省
と
経
哲
学
本
質
論
付

第
九
」
l

四
巻

九

第
四
号

)L 



ア
メ
リ
A
経
営
学
の
方
法
的
反
省
主
経
営
学
本
質
論
け

第
九
十
四
巻

ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
歴
史
も
下
イ
ツ
経
営
学
の
そ
れ
と
同
様
に
、
方
法
論
争
史
に
外
な
ら
な
い
の

回
O 

第
四
号

C 

法
論
争
が
行
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。

改
め
て
説
く
ま
で
も
な
く
、
近
代
経
営
学
の
創
設
者
と
考
え
ら
れ
る
テ
イ
ラ
ー
や
フ
ェ
イ
ヨ
ル
自
身
が
す
で
に
古
い
管
理
思
想
や
管
理

方
法
の
批
判
者
(
従
っ
て
新
し
い
管
理
法
の
斜
造
者
)
で
あ
り
、
ま
た
現
代
経
営
学
へ
の
脱
皮
の
先
達
と
見
ら
れ
る
メ
l
ヨ
ー
や
バ
ー
ナ

ー
ド
や
サ
イ
モ
Y

は
テ
イ
ラ
ー
や
フ
ェ
イ
ヨ
ル
の
批
判
者
で
あ
り
、
特
に
サ
イ
モ

γ
は
テ
イ
ラ
ー
や
フ
ェ
イ
ヨ
ル
や
彼
等
の
追
従
者
を
伝

統
主
義
者
、
古
い
と
い
う
意
味
で
の
古
典
学
派
な
ど
と
呼
び
、
そ
の
理
論
の
否
定
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
デ
イ
向
も
ま
た
批
判
者
と
な

5
0
と
こ
ろ
で
こ
の
古
典
学
派
に
属
し
、
伝
統
主
義
者
、
と
い
わ
れ
る
グ
I

Y
ツ
は
当
然
に
ま
た
サ
イ
モ
ン
や
デ
イ
ル
へ
の
反
批
判
者
と
な

る
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
や
カ
リ
ト
Y

の
主
張
に
つ
い
て
は
前
に
指
摘
し
た
ロ

か
か
る
関
連
に
お
い
て
特
に
注
同
さ
れ
る
の
は
、
ク
1

Y
ァ
が
最
近
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
方
法
的
反
省
な
い
し
現
状
批
判
壱
試
み
て
、

題
名
は
異
な
る
が
、
ほ
ぽ
同
じ
内
容
の
二
つ
の
論
文
を
発
表
し
た
と
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
と
の
批
判
が
機
縁
と
な
ヲ
て
、
一
九
六
こ
年

1

門
『

2
同

財

oz

十
一
月
「
経
営
理
論
と
経
営
研
究
・
経
営
改
善
に
お
け
呂
そ
の
役
割
」
(
出

Eμ
問
。
目
。
昇
吋

Z
0
3
5
ι
同
2
0
m
w
H
O
F

吉
岡
田
司
H
O
A
q
E
冨

Epm叫⑦
E
E仲

〉

と
い
う
テ
I
T
の
下
に
、
研
究
者
の
相
互
理
解
、
用
語
統
一
の
可
能
性
、
種
々
な
研
究
方
法
の
検
討
、

統
一
的
経
営
理
論
の
探
究
、
経
営
教
育
の
意
義
な
ど
の
研
究
を
目
的
と
す
る
ア
メ
リ
カ
で
は
初
め
の
試
み
と
い
わ
れ

s
v
y
ポ
ジ
ウ
み
が

開
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
有
名
な
学
者
、
教
育
家
、
経
営
者
な
ど
出
席
者
六
十
一
名
。
こ
の
V

Y
ポ
ジ
ウ
ム
に
提
出
さ
れ
た
論
文
十
一
篇

や
討
論
の
記
録
が
「
統
一
経
営
理
論
壱
求
め
た
」
と
題
す
る
報
告
書
と
し
て
最
近
公
刊
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
上
述
せ
る
問
題
の
ク
I

Y
ツ

論
文
お
よ
び
グ
l
y
ツ
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
総
纏
め
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
種
々
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
の
う
ち
特

に
わ
れ
わ
れ
に
興
味
あ
志
の
は
ア
メ
り
カ
経
営
学
の
現
状
に
つ
い
て
の
伝
統
主
義
者
た
る
ク
1

Y
ツ
の
悲
観
論
と
革
新
主
義
者
た
る
十
イ



モ
Y
の
楽
観
論
と
の
対
立
で
あ
る
か
そ
の
考
察
は
、
方
法
的
反
省
な
い
し
方
法
論
争
そ
の
も
の
と
し
て
は
別
に
重
要
と
は
云
え
な
い
け
れ

ど
も
、
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
理
解
の
深
化
や
経
営
学
の
本
質
の
反
省
や
解
明
に
は
役
立
つ
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

3 

問
題
の
提
起
と
限
定

わ
れ
わ
れ
は
よ
く
下
イ
ア
経
営
学
と
か
ア
メ
リ
カ
経
営
学
な
ど
と
い
う
が
、

一
体
そ
の
よ
う
な
経
営
学
は
あ
る
の
か
、
特
に
ア
メ
リ
カ

経
営
学
と
は
何
か
、
ア
メ
り
カ
経
営
学
が
諸
研
究
諸
学
派
の
総
称
や
総
合
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
の
中
心
と
な
あ
考
え
方
な
い
し
学
説
は
何

か、

T
メ
リ
カ
経
営
学
の
特
色
は
何
か
、
問
題
点
は
と
ご
か
、
そ
れ
は
一
般
に
経
営
学
体
系
に
お
い
て
如
何
に
評
価
せ
ら
れ
る
か
、
こ
れ

〉

的

。

は
わ
が
国
で
も
繰
返
し
種
々
の
形
で
問
題
と
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
古
〈
は
古
川
博
士
、
馬
場
博
士
の
研
究
が
あ
り
、
近
〈
は
北
野
助
教

明
知
、
降
旗
助
教
払
や
雲
嶋
助
教
拙
聞
な
ど
の
重
要
に
し
て
特
色
の
あ
る
研
究
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
古
場
か

ら
異
な
る
問
題
を
見
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
経
営
学
を
真
に
「
経
営
学
と
し
て
」
問
題
止
し
て
い
る
と
は
い
主
な
い
。

ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
方
法
的
反
省
は
如
何
に
行
わ
る
、
へ
き
で
あ
ろ
う
か
。

一
般
に
、

筆
者
は
か
ね
て
か
ら
経
営
学
を
一
つ
の
独
立
の
学
問
、
と
し
て
基
礎
つ
け
る
こ
と
壱
念
願
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
一
方
で
は
そ

れ
ぞ
れ
歴
史
的
背
景
を
異
に
し
、
理
論
的
構
造
を
異
に
す
る
ド
イ
ツ
経
営
学
と
ア
メ
リ
カ
経
営
学
ー
と
の
1
ー
も
う
少
し
内
容
的
に
い
え
ば

い
わ
ゆ
る
経
済
学
派
と
管
理
学
派
や
組
織
学
派
と
の

!
l比
較
研
究
と
批
判
研
究
を
試
み
、
他
方
で
は
そ
の
基
礎
壱
な
す
経
営
の
現
実
の

構
造
分
析
を
試
み
、
そ
こ
か
ら
経
営
学
の
統
一
理
論
を
見
出
す
こ
と
の
必
要
企
可
能
と
手
説
曹
、
ま
た
古
さ
や
か
な
が
ら
そ
の
努
力
も
続

け
て
来
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
努
力
は
一
度
試
み
れ
ば
そ
れ
で
終
り
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
学
聞
は
ま
こ
と
に
日
に
日
に

新
た
な
り
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
経
営
学
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
や
経
営
の
世
界
史
的
地
位
を
反
映
し
て
、
経
営
学
の
世
界

ア
メ
リ
カ
辞
常
学
の
方
法
的
反
省
と
経
常
学
木
質
論
付

第
九
十
四
巻

四

第
四
号



ア
メ
リ
カ
経
営
学
全
刀
法
的
反
省
I
F
一
経
首
学
本
質
論
付

第
九
十
四
巻

巨旦

第
四
号

に
お
い
て
次
第
に
そ
の
重
要
性
と
指
導
性
を
増
し
つ
つ
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
、
こ
れ
を
考
慮
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
成
立
、
発

肢
の
跡
を
顧
み
、
問
題
点
を
指
摘
す
る
と
共
に
発
展
動
向
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
、
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
方
法
的
反
省
の
在
り
方
を
問
題

め

町

と
し
た
。
雲
嶋
功
教
授
は
こ
れ
を
取
上
げ
て
批
判
を
試
み
て
い
る
が
、
問
題
の
視
角
を
異
に
す
る
た
め
、
私
見
を
十
分
に
理
解
す
る
に
は

一
体
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
方
法
的
反
省
は
如
何
に
行
わ
る
べ
き
か
。
私
は
現
在
で
も
私
見
の
正
当
性
を
信
ず
る
も
の
で

至
っ
て
い
な
い
。

あ
る
が
、
上
述
の
如
く
、
ア
メ
り
カ
に
お
い
て
も
、
不
十
分
な
が
ら
漸
く
方
法
的
反
省
が
現
わ
れ
て
来
た
の
で
、
こ
こ
で
は
特
に
問
題
を

上
述
の
報
告
書
に
お
け
る
ク
l

y
ツ
と
サ
イ
モ

γ
と
の
方
法
論
争
に
限
定
し
、
そ
の
批
判
的
考
察
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
理
解
の

深
化
を
図
る
と
共
に
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
経
営
学
の
本
質
に
つ
い
て
再
考
し
て
見
た
い
。

ω
∞E
o
p
国

F
z
E官
O
R
E
Z

汁

Z
4
F
o
o
q
t
冨
釦

S
m
o
s
s
y
-示
。
。
ロ
官
祖
国

(
o
g・
吋
言
ね
え
ぬ
門
官
官
足
早

E
弓

ミ

ミ

喜

島

町

遣

S
F
E君
、
℃
コ
ぬ
・
こ
れ
は
、
い
わ
ば
経
常
党
本
質
論
の
否
定
説
に
通
ず
る
。
否
定
割
に
つ
い
て
ほ
、
拙
著
『
経
営
学
本
賀
論
』
一
一
一
頁
以
下
参
照
。
わ
れ
わ
れ

は
後
で
こ
の
点
に
つ
き
詳
論
し
た
い
。

仲

白

E
n
w耳
・
司
同

¥a
・吋

z
z
q司
司

E
Z
E
M
Uげ吋

E
目

2

5
ピ
r
J同
皇
官
、
句
』

hQhaNEF
〉
ロ
ぬ
己

E

E戸
こ
の
論
文
は
、
す
で
に
『
ア
メ
リ
カ

ー
ナ
』
、
第
四
巻
第
四
号
に
翻
訳
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
彼
の
著
吋
宮
ど
邑
言
、
官
。
、
同
寸
喜
男
、
。
晴
子
昌
司
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
邦
訣
が
『
変
貌
す
る

産
業
社
全
』
と
い
1

う
書
名
の
た
め
か
、
被
の
意
図
が
な
お
十
品
川
理
解
さ
れ
な
い
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
唱
こ
の
点
に
つ
き
、
わ
れ
わ
れ
は
常
に
西
岡
哲
学
こ
そ
経
営
学

の
哲
学
と
し
て
再
考
さ
る
べ
き
も
の
と
思
う
。

同

門

巳

E
。
P
同
司
・
¥
-
〉
倒
。
。
内
印
一
司

E
F
O
E
-
-
h
2
E邑
国

富

2
0
2
同
eg号
、
印

O
U
F
O
n
T
E
E
-

帥
捕
誉
『
経
営
学
本
質
調
』
第
二
章
審
照
。

同
士
ず
、
サ
イ
モ
ン
は
そ
の
名
著
k
A
号

a豆
乳
吉
川
ロ
話
回
事

E
E
3
H
E
E
切
巴
『
・
宮
内
凶

o
p
H埋
斗
に
お
い
て
伝
統
的
な
経
営
原
理
の
詐
制
な
検
討
を
通
じ
て
、

こ
れ
を
単
仕
る
「
諺
」
に
す
ぎ
な
い
左
批
判
し
た
。
ま
た
冨

R
n
V
と
の
共
著
ロ
荷
ぬ
塁
富
良
喜
子
宮
昌
に
お
い
て
、
テ
イ
ラ
ー
以
来
の
「
古
典
的
」
組
織
理
主
嗣
の

批
判
を
試
み
た
ロ
更
に
、
こ
こ
で
取
上
げ
よ
う
と
す
る
、
ク
ー
ゾ
ツ
の
主
催
す
る
シ
ジ
ポ
ジ
ウ
ム
提
出
の
論
文

E
K
F
B
O
E
R
Y
Hロ伺

F
0
4
v
g司
O同
冨

EmmO4



目

E
門ョョ同一。止
--u・
4

叶
同
や
討
論
忌
主
L
U
H
H
C

に
お
い
て
殆
ん
と
そ
の
理
論
的
忠
義
を
否
定
し
て
い
る
。
と
の
点
後
で
詳
請
す
る
。

刷

出

巴

0・
開

-
u
gぬ
の
高
邑
。
司
令
書
誌
3
・
H
E
O
也
切
・
コ
ヅ
ホ
教
授
は
本
書
の
批
評
そ
次
の
言
集
で
書
き
出
し
て
い
る
。
「
組
織
の
伝
統
宇
派
を
攻
撃
す
る
乙

と
が
、
今
日
の
経
営
文
献
に
お
け
る
流
行
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
口
旦
夕
、
官
室
五
h
室
札
口

E
き
も
宮
崎
罫
烏
町
内
室
、

E
Y
9
4
2
2塁
。
尊
師
守
主
君
主

呂
田
国
を
披
の
近
著
同
】
宮
町
高
足
。
荷
量
止
、
主
と
比
較
す
れ
ば
よ
く
分
る
。
こ
の
一
一
著
壱
読
め
ば
、
そ
れ
ら
が
同
じ
著
者
に
よ
コ
て
脅
か
れ
た
の
か
と
疑
ほ
し
い
擢

ど
で
あ
る
」
。
間
宮
町
宙
開
-
P
-
t
H，
F
B
O
〉
苫

2
官
町

Z
E
D
a
m
E
E
C
E
J
同
RN喜
竜
丸

N
W
苦情昔、

E
同
君
再
建
司
富
男

nV
〉
司

F
E
E
-
u
ω
。

の
第
一
の
論
文
は

E
冨

E
Z
oヨ
百
円
、
同
官
。
弓
吉
田
岡
Z
J
M
1宮
」
喜
善
見
え
事
偽

h
g
R
r室
、
ミ
ミ
ぬ
虫
色
哲
吉
富
?
ロ

onmg官
♂
呂
田
で
、
と
れ
は
、

永
島
敬
語
「
ア
メ
リ
カ
経
営
管
理
論
に
お
け
る
方
法
的
混
乱
と
そ
の
反
省

I
iク
!
ン
ア
主
文
を
中
心
と
し
て

l
l」
『
経
調
系
』
第
五
五
、
五
六
集
に
お
い
て
、
忠
実

に
紹
介
さ
れ
た
。
第
二
の
論
文
は

E
冨

m
w
E
m
r
E
O
E
冨

E
品
。

E
O
R
4
z
o弓
J
岡
町
、
E
E
出
塁
菖

E
句
均
衡

S
E
J
』
巳
干
〉
ロ
官

ω
F
E認
で
、
」

れ
は
桜
井
信
行
師
『
現
代
経
営
学
入
門
』
に
紹
介
さ
れ
た
。
本
書
は
ク
ン
ソ
の
影
響
が
大
き
い
よ
う
に
見
え
る
。

制

凶

JN号
、
民
向
向
、
喜
一
号
札
叶
言
。
号
乳
量
Q
S令
官
選
喜
子
。

E
z
a
σ
司
回
目
。
E
問
。
。
ロ

F
E
Z
参
考
ま

C
に
、
本
書
に
含
ま
れ
て
い
る
主
要
論
文
を
、
ク

ー
ソ
ツ
の
学
派
分
類
に
対
応
さ
せ
れ
ば
、
次
の
如
く
な
ろ
う
。
経
営
過
程
年
慌
の
代
表
は
ク
l
ン
ツ
論
文
=
冨

ω
E田
岡
田
m
ロ
自
え
冨
自
包

mo目
。
耳
寸
宮
。
同
F
Z

経
験
学
派
の
代
表
は
デ
イ
ル
論
文

EJ「
VO
司

EHHEEロ
巴
〉
匂
U
B
R
E
E
民
自
白
開
。
目
。
ロ
刊
一
三
人
間
行
動
学
派
の
代
表
は
レ
ス
リ
ス
メ
ガ
1
論
文

E
n
o
E
P

σ巳
E
ロ
ω。
同
吾
作
目
。

F
S
E
E
-
印

2
2
9
m
g
凶
の

E
2包

1
2
2司
丘

冨

Emwmo目
OE--ョ
社
会
体
系
学
派
の
代
表
は
サ
イ
モ
ン
論
文

E
〉
M
V
U
2
Z
V
E
m

F
0
4
E。
品
。
同
冨
ωロ
mm町内
E
Eペ
ョ
決
定
理
論
学
派
の
代
表
は
シ
品

V
l
フ
7
1
論
文

t巴
o
n
E。
ロ
叶
Z
o弓

E
角
田
冨
自

ω官
自
o
E
4
v
g弓
ョ
が
こ
れ

で
あ
る
。

伺
例
え
ば
、
雑
誌
『
F
K
』
(
現
在
廃
刊
)
は
第
七
巻
第
六
、
七
、
入
号
ハ
昭
和
三
十
一
年
六
、
七
、

λ
月
)
を
も
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
経
営
学
総
批
判
を
試
み
た
。

帥
古
川
栄
一
『
ア
メ
リ
カ
経
営
学
』
。

帥
馬
場
敬
語
『
経
営
学
と
人
間
組
織
の
同
闇
』
や
同
編
『
米
国
経
営
学
(
上
)
』
の
序
言
な
ど
。

帥
北
野
利
信
『
ア
メ

P
カ
経
営
学
の
新
潮
疏
』
ロ

帥
降
旗
武
彦
「
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
一
動
向
付
口
同
」
『
経
済
論
叢
』
第
九
十
一
巻
第
五
、
六
号
、
第
九
十
二
巻
第
二
号
。

帥
雲
嶋
良
雄
『
桂
営
管
理
晶
子
の
生
啓
。

帥
拙
著
『
経
営
学
本
宮
諦
』
は
全
体
と
し
て
こ
れ
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
白

ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
方
法
的
反
省
と
経
営
学
本
質
論
付

第
九
十
四
巻

四

第
四
号



ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
方
法
的
反
省
と
経
営
学
本
質
論
け

第
九
十
四
巻

四
回

第
四
号

~ 

同
刊
拙
箸
『
経
営
学
本
質
論
』
一
五
一
頁
l
一
六
ニ
頁
、
一
一
一
一
主
頁
一
一
一
=
九
頁
。

的

w

雲
嶋
良
雄
「
経
営
管
理
主
研
究
の
課
題
」
『
生
産
性
』
昭
和
三
十
人
年
十
一
月
。
こ
れ
は
上
掲
の
著
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
批
判
に
対
し

τは
、
拙
稿
「
経

営
学
の
本
質
」
平
井
春
太
師
嗣
『
経
営
学
』
青
林
書
院
新
社
近
刊
に
お
い
て
答
え
て
お
い
た
。

ク
l
y
ツ
の
統
一
的
経
営
理
論

1
1管
理
学
派
の
経
営
理
論
ー
ー

1 

ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
現
状
認
識

グ

l
y
ツJ

が
経
営
学
を
如
何
に
解
し
、

「
経
営
学
原
理
」
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
上
述
の
論
文
や
り
日
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
を
見
れ
ば
直
ち
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば

如
何
な
る
学
派
ー
ー
も
し
学
派
が
あ
志
と
す
れ
ば
ー
ー
に
属
す
る
か
は
、

す
で
に
彼
の
主
著

彼
は
明
ら
か
に
サ
イ
モ

γ
が
そ
の
学
問
的
価
値
を
否
定
す
る
フ
ェ
イ
ヨ
ル
を
祖
と
す
る
古
典
派
な
い
し
伝
統
主
義
学
派
|
|
私
の
名
称
に

よ
れ
ば
管
理
学
派
ー
ー
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
名
称
は
と
も
あ
れ
、
彼
自
ら
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ク

l
y
ツ
の
目
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
現
状
は
如
何
に
見
え
る
か
。

彼
は
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
現
状
を

冨

E伊
問
。
ー

E
E仲

H
Z。
与
す
ロ
四
日
。
と
見
、
富
喜
百
四
印

E
E
O同
居
自
主
o
E
E件
己
目
。
弓
を
必
要
と
感
じ
、
方
法
的
反
省
を
試
み
る
。
彼
の

上
述
の
二
論
文
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る

彼
は
先
ず
経
営
理
論
の
成
立
発
展
の
跡
を
顧
み
て
い
う
。

「
近
代
経
営
理
論
の
形
成
時
代
に
お
け
る
学
者
の
著
書
や
研
究
は
皆
無
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
い
ま
や
大
学
側
か
ら
流
出
す
る
研
究
や
書
物
の
洪
水
に
よ
っ
て
償
っ
て
余
り
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
興
味
あ
る
(
が
恐
ら



〈
経
営
理
論
の
未
熟
な
若
さ
の
印
(
巴
官
。

H
F。
E
Z
]い
巴
注
目
昇
包
包
。

-
O
R
2
2
)
に
外
な
ら
な
い
)

と
共
に
如
何
に
大
き
な
見
解
の
相
違
や
混
乱
を
も
た
ら
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

の
は
、

こ
の
洪
水
が
そ
れ

こ
の
よ
う
な
経
営
理
論
へ
の
広
汎
な
興
味
は
困

る
で
き
こ
と
で
は
な
い
警
で
あ
る
が
、
実
際
に
困
っ
た
こ
と
に
は
「
経
首
理
論
へ
の
種
《
な
接
近
方
法
が
一
種
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
戦
|
|
混

乱
し
破
壊
的
な
ジ
ャ

y
F
ル
戦
壱
も
た
ら
し
た
の
で
あ
あ
o
」
「
殊
に
学
者
の
著
書
に
お
い
て
は
、
多
く
の
学
派
の
自
称
リ
ー
ダ
ー
達
の
第

一
の
興
味
は
、
他
か
ら
目
立
つ
(
そ
し
て
独
創
的
な
)
経
営
接
近
法
壱
考
案
す
る
こ
と
で
あ
る
よ
う
仁
見
え
る
。
こ
の
独
創
性
を
擁
護
し
、

後
輩
間
に
勢
力
を
得
る
(
少
く
と
も
大
学
で
の
地
位
ま
た
は
昇
進
に
値
す
る
評
判
を
得
る
)
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
著
者
達
は
、
誰
か
他

人
の
い
コ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
、
行
っ
た
こ
と
を
過
少
評
価
し
、
時
に
は
誤
解
す
る
よ
う
に
努
め
て
来
た
か
に
思
わ
れ
る
」
と
い
う
の

で
あ
る
。
ク
I

Y
ツ
の
「
経
営
学
原
理
」
で
は
、
ま
だ
サ
イ
モ
ソ
や
デ
イ
ル
の
批
判
に
つ
い
て
特
別
な
注
意
を
払
っ
て
い
る
と
は
見
え
な

い
が
、
恐
ら
く
そ
の
後
こ
れ
を
読
ん
だ
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
グ
I

Y
ツ
は
、
ア
メ
リ
カ
経
営
学
に
見
ら
れ
る
種
々

の
見
解
を
「
余
り
単
純
化
し
す
ぎ
る
危
険
を
冒
し
て
」
で
は
あ
る
が
、
次
の
如
き
六
つ
の
学
派
に
整
理
す
る
。

経
営
過
程
学
派
(
自
自
よ
。
目
。
耳
目
見
。
の

2
m
m
F。O
H
)

(1) (2) 

経

験

学

派

(
O
E
-
V
5
2
-
R
E
o
-
)

(3) 

人
間
行
動
学
派

(Fi¢
B
E
E
F
P
5
2
R
E
o
-
)

(4) 

社
会
体
系
学
派

(
E日
巳

ω
1
t
E
R
Z己
)

(5) 

決
定
理
論
学
派

2
0
2
E
S
F
g々
宮
古
。

σ

(6) 

数

理

学

派

〔

自

E
F
O
B
E
E巴

R
E。】)

が
こ
れ
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
経
蛍
学
的
方
法
的
反
省
と
経
営
学
本
質
論
付

第
九
十
四
巻

四
五

第
四
号

IL 



ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
方
法
的
反
省
と
経
営
学
本
質
論
付

第
九
十
四
巻

四
〆、

第
四
号

ノ、

後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
分
類
は
自
分
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
こ

E
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
て
重
要
で
あ
り
、
ク
ー

ン
ツ
の
か
か
る
分
類
自
体
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
の
学
派
に
つ
い
て
は
今
日
で
は
常
識
で
あ
っ
て
特
別
な
説
明
壱

要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
参
考
ま
で
に
、
グ
l

y
ツ
の
所
説
の
概
要
を
示
せ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
あ
。

ωの
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
経
営
壱
組
織
集
団
の
中
で
働
く
人
々
に
仕
事
を
さ
せ
る
過
程
と
見
、
こ
の
過
程
壱
分
析
し
、
思
考
基
準
を
作
り
、

こ
の
過
程
の
基
本
原
理
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
営
理
論

(
S
S与
え

目

E
ぷ
∞
自

E
3
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
学
派
は
特
に
批
判
者
か
ら
、
伝
統
学
派
、
普
遍
主
義
学
派
な
ど
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
学
祖
は
7
y
リ
・
フ
ェ
イ
ヨ

h
で
あ
っ
た
。
要

す
る
に
、
こ
の
学
派
の
基
本
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
経
蛍
者
の
職
能
の
分
析
に
よ
円
一
て
経
営
原
理
を
樹
立
、
独
立
の
知
識
領
域
と
し
て
経
営
理

論
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

日
川

仰
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
経
営
学
を
経
験
の
研
究
と
見
る
人
々
の
と
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
典
」
型
は
デ
イ
ル
の
著
『
偉
大
な
組
織
者
』

に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
経
験
学
派
が
そ
の
経
験
か
ら
何
か
一
般
性
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
ゅ
に
帰
着
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

紛
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
経
営
が
人
に
仕
事
を
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
経
営
の
研
究
は
人
間
間
の
関
係

(
E
Z
4
0目
。
ロ
巳

2
E
l

coロ
胡

)

に
集
中
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
に
い
う
中
心
命
題
に
育
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
学
派
に
属
す
る
人
は
心
理
学
や
社
会
心
理
学
の
方

へ
傾
斜
す
る
こ
と
と
な
芯
。
し
か
し
、
同
じ
学
派
内
で
も
重
点
の
お
き
方
は
犬
変
異
な
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
経
営
学
が
人
間
行
動
を
取

扱
う
べ
き
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
し
か
し
人
間
行
動
の
領
域
が
経
営
の
領
域
に
同
じ
か
ど
う
か
は
全
く
別
の
事
で
あ
る
。
恐
ら
く
そ
れ

は
心
臓
学

(
Z
E
E
-。
S
J
を
人
体
の
研
究
(
ω

吉
島
司
え
匹
⑦
冨
自
何
回
ヴ
O
巴
己
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ωの
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

ωに
近
く
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
経
営
を
社
会
体
系
と
見
る
学
派
で
あ
る
。
こ
の
学

派
の
精
神
上
の
父
は
バ
ー
ナ
ー

L
で
あ
る
。
こ
の
学
派
の
中
で
も
T
I
チ
や
サ
イ
モ
ソ
の
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を
形
式
組
織
と
解
し
、
組
織



を
企
業
と
同
義
語
と
す
る
も
の
や
、
そ
の
よ
う
に
限
定
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
社
会
体
系
の
思
考
基
準
に
お
け
る
集
団
行
動
の
研
究
は
重

要
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
が
果
し
て
経
営
で
あ
る
か
ど
う
か
。

同

w
の
意
志
決
定
理
論
学
派
は
意
志
決
定
す
な
わ
ち
行
動
コ
ー
ス
の
選
択
へ
の
合
理
的
接
近
の
問
題
に
集
中
す
る
。
そ
こ
で
は
、
意
志
決

定
そ
の
も
の
、
或
い
は
決
定
す
る
人
ま
た
は
組
織
集
団
、
意
志
決
定
過
程
の
分
析
な
ど
が
問
題
と
な
る
。
決
定
理
論
は
問
題
を
拡
大
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
意
志
決
定
と
い
う
鍵
穴
か
ら
経
営
全
体
を
見
る
よ
う
に
な
り
、

ωに
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

ゅ
は
経
営
壱
数
学
的
毛
デ
ル
や
数
学
的
過
程
の
体
系
と
見
る
理
論
家
で
、
い
わ
ゆ
る
オ
ベ
レ
l
γ

ョ
γ
ズ
・
リ
サ
ー
チ
ャ

I
、
オ
ベ
レ

ー
シ
ョ
V
J

ズ
・
ア
ナ
リ
ス
ト
、
幾
分
勿
体
振
っ
た
マ
ネ
ジ
メ

γ
ト
・
サ
イ
エ

γ
テ
ィ
ス
ー
と
い
わ
れ
る
人
、
遥
で
あ
る
。
研
究
の
あ
ら
ゆ
る

領
域
に
お
い
て
数
学
的
接
近
の
有
用
な
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
を
も
っ
て
学
派
と
は
い
え
な
い
。
彼
は
た
だ

便
宜
上
数
学
的
分
析
家
の
グ
ル
1

/
を
こ
う
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

2 

ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
混
乱
の
原
因

こ
の
よ
う
な
分
類
の
仕
方
や
理
解
の
仕
方
自
身
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
の
問
題
と
し
て
、
先
ず
、
か
か
る
分
類
の
狙
い
壱
理
解
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
自
身
乙
の
分
類
を
試
み
る
に
当
り
、
ど
の
学
派
の
「
一
屑
も
も
た
な
い
」
と
い
』
y
け
れ
ど
も
、
彼
が

ωの
経
営
過
程
学

派
に
属
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
他
の
す
べ
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

ωに
帰
着
し
、
こ
れ
に
総
合
さ
れ
、
統
一
さ
る
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
白

つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
経
蛍
学
の
現
状
分
析
は
統
一
可
能
性
壱
見
出
す
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
彼
は
い
う
。

「
以
上
経
営
理
論
の
諸
学
派
ま
た
は
研
究
方
針
を
概
観
し
て
見
る
と
、
そ
れ
ら
が
経
営
者
を
取
り
ま
く
物
理
的
お
よ
び
文
化
的
環
境
か
ら

大
変
に
異
な
る
結
論
を
下
す
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
仕
る
。
そ
れ
で
は
、
何
故
学
派
問
に
そ
ん
な
に
も
議
論
が
多
い
の
か
、
何
故

ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
方
法
的
反
省
と
経
歯
学
本
質
端
付

第
九
十
四
巻

四
七

第
四
号

七



ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
方
法
的
反
省
と
経
営
学
本
質
論
付

第
九
十
四
書

回
ノ1

第
山
号

ノ、

他
人
の
方
法
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
陽
の
当
る
場
所
を
得
ん
と
(
特
に
わ
れ
わ
れ
大
学
の
同
僚
聞
に
て
〉
闘
争
す
る
の
か
。
大
変
に

異
な
り
し
ば
し
ば
争
壱
起
す
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
派
の
よ
う
に
、
い
づ
れ
も
本
質
上
同
一
の
目
標
壱
も
ち
、
同
一
の
世
界
を
問
題
と
す
る
の

で
あ
る
。
」

吉
て
、
ク
I

Y
ツ
に
と
り
「
ジ
ャ

γ
グ
ル
」
と
見
え
る
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
混
乱
は
何
壱
原
因
と
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
現
状
分
析

の
中
か
ら
そ
の
主
要
な
鍵
れ
合
い
(
日
2

。円
O
E
g
m
Z自
g
t
)
の
根
源
と
し
て

(1) 

言
葉
の
語
義
上
の
混
乱
(
富
田

E
C
E
]
E凹
Z)

(2) 

経
営
観
の
相
違
(
丘
問
。
自
己
記
2
5
c岡
田

Emw四
⑦
目
。

E)

但)

先

験

的

仮

説

官

官

E巳

S
E
E
-
E
D
)

~) 

原
理
の
誤
解
(
自
国
ロ
里
山
内
臣
官
ロ
岳
口
問
。
片
言
自
己

1
2
)

(5) 

相
互
理
解
の
嫌
恵
(
日
E
E
-
E宮
宮
ロ

E

Z
ロ
E
Z
E
E
3

の
五
項
目
を
あ
げ
る
。

こ
の
よ
う
な
分
析
で
よ
い
か
、
学
聞
の
問
題
と
す
る
か
ら
に
は
、
学
聞
の
方
法
ー
と
し
て
も
っ
と
根
源
的
に
分
析
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
後
の
問
題
と
し
て
、
彼
の
あ
げ
る
五
項
目
は
一
応
承
認
し
て
よ
か
ろ
う
。
以
下
、
そ
の
要
点
を
紹
介
す
る
。

先
づ

ωは
誰
で
も
気
づ
く
こ
と
で
あ
る
。

経
営
学
に
お
い
て
は
特
に
基
本
概
念
の
不
明
確
が
目
立
つ
。

ク
l

y
ツ
は
そ
の
よ
う
な

W
O可

4
0
E
m
と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ

y
t
」
や
「
オ
l
ガ
ニ
ゼ

1
グ
ョ
ソ
」
「
デ
シ
ジ
ョ
ソ
・
メ
I
キ
Y
グ
」
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
「
コ
ミ
エ
】
一

「
ヒ
ヶ
l
T
γ

・
リ
レ
I
ジ
ョ

γ
ズ
」
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
例
は
更
に
根
本
的
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
よ
く
「
経
営
ー

と
の
未
知
な
る
も
の
」
と
い
う
が
、
経
営
学
に
お
け
る
最
大
の
欠
陥
が
経
営
概
念
の
不
明
確
性
に
あ
る
こ
と
は
承
認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ケ
ー
ジ
ョ

γ
」



グ

1
Y
ツ
は
ア
メ
リ
カ
で
経
営
は
人
に
仕
事
を
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
点
で
は
大
体
一
致
す
る
が
、
そ
れ
が
標
準
的
意
味
か
ら
遠
い
こ

と
を
指
摘
す
る
。
彼
は
マ
ネ
タ
メ

γ
ト
を
規
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
な
く
し
て
経
営
理
論
の
確
立
を
期
待
し
得
な
い
こ

と
を
説
く
。
ゅ
は
こ
の
領
域
へ
の
新
来
者
が
、
学
史
を
無
視
し
、
フ
ェ
イ
ヨ
ル
、
ム

l
ニ

l
、
ブ
ヲ
ウ

ν
、
ア
I
ウ
ィ
ッ
ク
な
と
「
普
遍

主
義
者
」
と
呼
ば
れ
る
人
達
の
業
療
を
、
そ
れ
が
先
験
的
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
排
斥
す
る
傾
向
か
ら
高
め
ら
れ
て
来
た
が
、
ク
l
y

ツ
は
そ
れ
は
彼
等
が
論
者
と
同
様
に
経
験
的
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
と
反
駁
す
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
デ
イ
ル
を
指
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
帥
は
い
ろ
い
ろ
な
形
を
と
る
が
、
す
ベ
て
誤
解
の
た
め
に
原
理
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
よ
く
知
ら
れ
る
デ

イ
ル
の
如
く
、
原
理
を
否
定
す
る
と
い
い
な
が
ら
、
別
の
言
葉
で
表
現
し
て
肯
定
し
た
り
、
ま
た
、
一
一
原
理
例
え
ば
管
理
範
囲
の
原
理

(官
E
2
1
0
0出
初

旬

E
C
H
2
E
2
C
が
人
に
よ
っ
て
妥
当
性
を
異
に
す
る
か
ら
と

τそ
の
原
理
性
を
否
定
し
た
り
、
更
に
は
例
え
ば
7

1
ジ
リ
只
の
如
く
、
原
理
の
誤
用
に
よ
っ
て
原
理
す
べ
て
を
否
定
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
原
理
は
否
定
せ
ら
れ
な
い
。
最
後

に
助
か
ら
経
営
理
論
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
が
い
よ
い
よ
生
長
し
繁
茂
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
他
人
の
業
績
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
専
門
的

な
「
壁
」
で
あ
る
。
壁
の
存
在
の
自
覚
に
よ
っ
て
始
め
て
そ
れ
を
除
去
し
得
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

3 

ア
メ
ソ
カ
経
営
学
の
混
乱
の
解
決

ー
ー
統
一
経
営
理
論
へ
の
道
|
|

も
し
、
ク
I
ン
ッ
の
い
う
如
く
、
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
現
状
が
綻
れ
合
え
る
ジ
ャ

y
F
ル
で
あ
り
、
混
乱
で
あ
り
、
混
乱
の
原
/
因
が
上

述
の
如
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
然
こ
れ
を
整
然
た
る
並
木
に
植
え
直
す
べ
き
諸
方
策
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
統
一
経

営
理
論
へ
の
道
が
準
備
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
こ
れ
を
次
の
順
序
で
考
え
る
。

ア
メ
リ
カ
経
営
芋
の
方
法
的
反
省
と
経
営
学
本
質
論
付

第
九
十
四
巻

四
九

第
四
号

九



(1) 

第
力
十
四
巻

第
一
に
、
わ
れ
わ
れ
は
マ
ネ
ジ
式
ソ
ト
(
経
告
学
)
を
特
殊
知
識
の
一
領
域
と
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
マ
ネ
ジ
メ

Y
ト
(
経
営
学
)

ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
方
法
的
反
省
と
経
営
学
本
質
論
付

五
O 

第
四
号

。

は
、
現
実
、
生
活
、
実
践
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
か
ら
、
敏
腕
で
聴
明
な
経
営
者
の
思
考
基
準
(
同
E
5
0
0問
自
古
川

2
2〕
に
照
ら
し
て
定

義
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
科
学
は
技
術
な
い
し
実
践
に
役
立
つ
べ
き
で
、
こ
れ
と
関
連
の
な
い
科
学
は
生
産
的
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
こ
で

結
論
と
し
て
、
彼
は
経
営
学
の
対
象
領
域
た
る
経
営
す
る
と
と
(
日
E
E四
E
m
v
は
形
式
的
組
織
集
団
内
中
で
人
に
仕
事
壱
さ
せ
る
技
術

で
あ
る
。
そ
れ
は
人
が
個
人
と
し
て
作
業
し
、
ま
た
集
団
目
的
達
成
に
協
力
し
得
る
よ
う
な
環
境
を
創
造
す
る
技
術
で
あ
る
と
定
義
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
象
領
域
の
定
義
に
お
い
て
、
彼
は
分
析
や
研
究
の
目
的
上
あ
る
限
界
線
壱
引
き
、
道
具
と
内
容
k
を
区
別
す

る
こ
と
が
絶
対
的
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
経
営
を
問
題
と
す
る
と
き
、
文
化
的
、
生
物
的
、
物
哩
的
な
全
領
域
を
取
扱
う
の

で
は
な
く
、
例
え
ば
、
数
学
、

O
R
、
会
計
学
、
経
済
理
論
、
社
会
計
測
学
、
心
理
学
な
ど
は
経
営
研
究
の
重
要
な
道
具
で
あ
っ
て
、
ヲ
て

れ
ら
は
そ
の
領
域
の
内
容
の
一
部
を
な
す
も
の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。

川
同
次
に
、
わ
れ
わ
れ
は
経
蛍
の
研
究
(
経
営
学
)
を
他
の
学
科
i

と
統
合
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
、
上
述
の
経
営
学
領
域
の
固
有
の

内
容
が
認
識
さ
れ
れ
ば
、
現
在
の
如
き
誤
解
は
霧
散
す
る
。
マ
ネ
ジ
メ
ソ
ト
は
特
殊
な
学
問
と
見
ら
れ
、
他
の
学
聞
は
そ
の
領
域
の
重
要

な
基
礎
と
見
ら
れ
る
。
経
営
学
と
他
の
学
問
と
の
統
合
は
困
難
で
は
な
い
。

(3) 

更
に
、
わ
れ
わ
れ
は
経
営
学
の
用
語
を
明
確
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
上
述
の
如
き
、
経
営
領
戚
を
知
識
の
一
体
と
し
て
明
確
に
定

義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
用
語
明
確
化
の
要
求
が
満
足
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
な
お
オ
ガ
ニ
ゼ
l
γ

ョ

y
、

レ
ス
ポ
ソ
シ

ピ
リ
テ
f

、
ス
タ
ヅ
フ
、
ポ
リ
シ
ィ
な
ど
の
如
き
、
語
義
を
明
確
化
す
べ
き
言
葉
が
残
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
ア
カ
デ
ミ
ヅ
グ
な
用
語
を
避

け
て
出
来
る
だ
け
経
営
の
実
際
の
用
語
の
採
用
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

( .. ) 

最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
は
積
極
的
に
基
礎
理
論
を
蒸
溜
抽
出
し
テ
ス
ト
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
科
学
の
成
熟
と
有
用
性
の
テ
ス
ト
は
そ



の
基
礎
原
理
の
鋭
敏
性
と
妥
当
性
に
あ
る
。
今
日
成
熟
し
た
と
見
ら
れ
る
ど
ん
な
科
学
も
最
初
の
出
発
か
ら
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
。
物

理
学
の
よ
う
な
最
も
古
い
科
学
で
さ
え
そ
の
基
本
法
則
は
修
正
さ
れ
、
新
原
理
が
発
見
さ
れ
続
け
て
い
る
。
社
会
科
学
が
劣
る
と
せ
ら
れ

る
一
因
は
そ
れ
が
不
精
密
科
学
た
る
こ
と
の
承
認
で
あ
る
。
し
か
し
精
密
科
学
に
お
い
て
さ
え
、
相
当
の
程
度
不
精
密
性
の
影
響
の
下
に

あ
h
、
完
全
に
証
明
さ
れ
て
い
な
い
原
理
を
も
ち
、
技
術
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
社
会
科
学
|
|
経
営

学
は
そ
の
一
で
あ
る

l
lの
敗
戦
的
態
度
は
、
も
し
原
理
を
記
述
し
て
こ
れ
キ
」
諭
現
的
枠
組
に
配
し
、
経
験
の
蒸
溜
を
焚
励
す
れ
ば
、
経

営
も
説
明
せ
ら
れ
、
実
践
も
改
善
せ
ら
れ
、
研
究
目
標
も
更
に
意
義
深
い
も
の
と
な
り
う
る
こ
と
を
見
落
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

4 

ジ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
の
結
論

以
上
グ
l

y
ツ
の
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
現
状
の
認
識
と
批
判
と
対
策
に
つ
い
て
概
観
し
た
が
、
と
れ
壱
め
ぐ
っ
て
の

γ
γ

ポ
ジ
ウ
ム
は

ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
、
そ
の
詳
細
は
こ
こ
で
工
れ
を
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
。
こ
こ
で
は
ク
1
ン
ツ
の
結
論
を
見
る
に
止
め
あ
。
こ

こ
で
も
彼
は
統
一
経
営
理
論
の
必
要
と
そ
れ
へ
の
動
向
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

)
 

1
 

(
 
経
営
理
論
の
現
状

経
営
理
論
の
対
象
領
域
は
な
お
幾
分
ジ
ャ

γ
グ
ル
た
る
の
感
を
脱
し
得
な
い
。
そ
れ
は
主
と
し
て
言
葉
の
混

乱
、
経
蛍
領
域
の
概
念
の
相
違
、
相
互
理
解
の
意
欲
と
能
力
の
欠
除
、
有
効
な
概
念
的
枠
組
(
当
日
付

E
m
2
2
4
E巳
吉
宮
目
。
〕
の
有

用
性
と
性
質
の
無
理
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
チ
ャ
ソ
グ
ル
が
あ
る
と
し
て
も
、
い
ま
は
数
年
前
ほ
ど
む
ど
く
健
れ
合
い
、
絡

み
合
い
、
茂
り
す
ぎ
と
は
見
え
な
く
な
っ
た
。

少
く
と
も

v
y
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
の
多
数
に
と
り
、
経
営
領
域
の
中
や
周
閤
で
働
く
人
々
の
利
害
や
範
囲
の
認
識
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
。

多
〈
の
学
者
も
実
際
家
も
人
間
行
動
や
動
機
の
研
究
、
企
業
問
題
解
答
へ
の
数
学
の
応
用
研
究
は
経
営
の
全
領
域
で
な
い
こ
と
を
知
っ
て

ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
方
法
的
反
省
と
経
営
学
木
質
論
付

第
九
十
四
書

五

第
凶
号



ア
メ
リ
カ
腫
営
学
の
方
法
的
反
省
と
経
宮
学
本
宜
論
付

第
九
十
回
巻

五

第
四
号

い
る
。
ま
た
種
々
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
直
ち
に
思
想
上
の
「
学
派
」
で
は
な
く
て
専
門
壱
異
に
す
る
学
者
選
で
、
経
営
任
務
全
体
の
異
な
る

局
面
の
探
究
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

ま
た
、
経
営
学

2
5
0
H
1
Hロ
。
。
同
日
5
m
w
m
O
5
2
3
の
確
立
が
急
を
要
す
る
と
い
う
認
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
経
営

学
が
何
か
に
は
疑
問
も
あ
る
。
あ
る
者
は
こ
れ
壱
他
の
学
科
の
断
片
か
ら
な
る
合
成
科
学
(
ω

百
三
百
件
目
白
日
ロ
日
)
E見
る
。
あ
芯
者
は

こ
れ
を
行
動
科
学

9
0
F
Z
E
E
-
宮
E
R
O
)
と
見
る
。
あ
る
者
は
1
l
l
そ
し
て
ク
I
V
ツ
も
そ
う
で
あ
る
と
自
認
す
る

1
iこ
れ
を
経

営
の
特
殊
の
プ
ロ
セ
ス
を
取
扱
う
独
立
の
学
問
。

E
S
E含
早
々
包

g
t宮ム
Z
O
島

E
2
1
5
0
r巳
E国

4
H
F
F
0
4
0
0
H
r
H
U
E
-

2
目
。
山
田
宮
内
V

四百四〕

l
lそ
れ
は
他
の
多
く
の
学
問
が
そ
、
つ
で
あ
る
よ
う
に
、
関
連
し
基
礎
と
な
る
知
識
部
門
の
諸
発
見
ゃ
理
論
に
依

存
す
る

1
lと
見
る
。

"
 

こ
の
よ
う
に
経
苦
学
合
2
2
2
0同
自
百
戸
由
。
目

g
d
ほ
一
部
は
折
衷
的
で
あ
る
が
、
ま
た
重
要
で
独
立
に
同
一
性
原
理
に
よ
っ
て
統

一
し
得
る
中
核
を
も
っ
て
い
る
。
ク
l
y
ツ
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
中
核
を
、
経
営
者
の
職
能

l
l計
画
、
組
織
、
人
員
配
置
、

指
導
、
統
制
ー
ー
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
よ
う
と
す
あ
。
こ
の
中
核
す
な
わ
ち
、
思
考
基
準
(
昨
日
出

odq23
は
経
営
の
性
質
壱
説
明
し
、

経
営
に
つ
い
て
の
新
知
識
を
経
営
者
の
全
任
務
の
見
透
し
の
中
で
位
置
づ
け
る
結
合
点
と
し
て
、
ま
た
経
営
の
知
識
を
経
営
者
に
利
用
さ

せ
、
理
解
さ
せ
る
手
段
と
し
亡
、
有
用
で
あ
る
。
恐
ら
く
他
に
も
よ
り
よ
い
概
念
的
思
考
基
準

(
S
R
G
Z
E
官
官
目
。
〉
が
あ
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
確
か
な
こ
と
は
、
知
識
や
研
究
努
力
や
結
果
は
、
何
等
か
の
概
念
的
甲
写
匂
基
準
に
適
し
な
け
れ
ば
有
用
と
は
な
り
得
な
い

と
い
う
己
と
で
あ
る
。

(2) 

経
営
実
践
の
改
善
に
貢
献
す
る
理
論
の
必
要

有
用
な
理
論
の
急
速
生
展
開
の
必
要
が
痛
感
せ
ら
れ
る
。
経
営
の
責
任
者
は
部
下

の
者
に
有
効
な
遂
行
壱
可
能
な
ら
し
め
る
責
任
1
1
1
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
責
任
の
う
ち
最
大
の
責
任
を
負
う
。
明
ら
か
に
、
経
営
理
論
が
経



営
技
術
に
科
学
的
基
礎
を
与
え
、
実
践
を
改
善
し
う
れ
ば
う
る
だ
り
、
社
会
的
貢
献
は
大
で
あ
る
。
経
営
の
改
善
の
重
要
性
を
理
解
す
る

実
際
家
は
組
織
さ
れ
た
知
識
|
|
経
営
理
論
|
|
壱
熱
望
し
て
い
る
。
こ
の
γ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
実
際
家
の
ノ
イ
シ
ェ
ル
が
い
っ
た
よ
う
に
、

進
歩
が
起
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
乙
の
全
領
域
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
実
に
移
動
す
る
標
的
壱
射
つ
つ
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
真
の

進
歩
は
、
過
去
と
の
関
連
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
来
た
か
で
は
な
く
、
多
く
の
異
な
る
方
面
に
お
け
る
経
営
優
秀
性
漸
増
の
要
求
と
の
関
連

に
お
い
て
、
現
に
い
ま
わ
れ
わ
れ
の
立
っ
て
い
る
地
点
に
よ
ヮ
て
測
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」

(3) 

研
究
へ
の
挑
戦

適
切
な
理
論
壱
発
展
さ
せ
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
っ
と
意
味
の
あ
る
研
究
が
企
図
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
る
ほ
ど
、
多
く
の
有
能
な
実
際
家
の
体
験
に
基
づ
い
た
理
論
の
展
開
の
あ
一
ツ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
経
営
の
特
殊
の
領
域
例
え

ば
形
式
組
織
に
お
け
る
人
間
行
動
、
意
志
決
定
の
数
学
的
技
術
、
計
画
や
統
制
へ
の
ジ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
、
イ
γ
フ
ォ
メ
1
シ
ョ

γ

・
γ
λ

テ
ム
ズ
そ
の
他
多
〈
の
経
営
領
域
に
お
い
て
可
な
り
の
研
究
が
あ
っ
た
。
同
様
に
、
経
営
の
原
理
を
確
認
せ
ん
と
す
る
多
く
の

意
義
深
い
試
み
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
主
要
な
研
究
課
題
は
た
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

一
方
で
は
、
も
っ
と
概
念
的
研
究
が
必
要
と
さ
れ
る
の
に
、
他
方
で

は
経
営
の
仮
説
を
検
討
す
る
経
験
的
研
究
が
最
も
必
要
で
あ
る
。
あ
る
も
の
は
類
似
条
件
や
統
計
的
実
験
条
件
の
下
で
行
わ
れ
、
あ
る
も

の
は
数
学
的
道
具
の
利
用
に
よ
り
、
あ
る
も
の
は
種
々
の
基
礎
学
科
で
す
で
に
利
用
さ
れ
る
発
見
の
応
用
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
う
る
。

恐
ら
く
、
研
究
に
と
り
最
も
有
望
で
未
開
発
の
源
泉
の
一
は
医
学
で
あ
ん
な
に
ま
で
広
〈
用
い
ら
れ
て
い
る
臨
床
技
術
令

r
E
E
H

幻

z
n
r
E官
。
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
臨
床
家
や
研
究
施
設
の
み
な
ら
ず
、
臨
床
学
壱
必
要
と
す
る
。
経
営
者
が
責
任
あ
る
研
究
者

に
は
門
戸
壱
聞
き
書
類
を
公
開
し
、
研
究
者
が
医
学
的
情
報
と
同
じ
信
頼
度
を
も
っ
価
値
あ
る
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。

ま
た
、
必
要
な
こ
と
は
も
っ
と
多
く
の
学
者
が
も
っ
と
積
極
的
に
経
営
研
究
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ
る

Q

そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、

ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
方
法
的
反
省
と
経
営
学
本
質
説

H

第
九
十
四
巻

E 

富
号



ア
メ
リ
カ
経
常
学
の
方
法
的
反
省
と
経
哲
学
本
質
論
付

第
九
十
四
巻

五
回

第
四
号

凹

多
く
の
企
業
や
政
府
や
そ
の
他
の
事
業
が
経
営
学
の
領
域
に
お
け
る
研
究
計
画
に
支
援
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
要
す
む
に
、
経
営
研
究

得
な
い

の
重
要
性
と
研
究
不
足
の
認
識
の
増
大
は
重
要
な
指
標
で
あ
り
、

経
営
者
や
経
営
学
部
の
こ
の
領
域
に
対
す
る
興
味
の
増
大
は
過
去
二
十
年
に
お
け
る
驚
異
的
な
現
象
で
あ
る
。

こ
の

「
移
動
す
る
標
的
」

を
前
進
さ
せ
る
こ
と
の
緊
急
性
は
見
逃
し

今
後
ま
す
ま

す
こ
の
領
域
に
お
付
る
理
論
や
研
究
へ
の
挑
戦
が
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
展
開
と
共
に
わ
れ
わ
れ
は
経
営
の
一
般
理
論

(
四

E
O
E
-
p
g々
。
同
日

Emw四
σ目。

E
)
の
端
緒
へ
正
進
み
行
〈
の
で
あ
る
。

(会)

役
立
一
ワ
理
論
へ

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
論
文
と
議
論
と
は
、
有
用
な
経
賞
理
論
へ
進
出
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
経
営

研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
相
遣
、
指
導
的
学
者
の
研
究
興
味
と
基
礎
学
科
の
相
違
、
現
に
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
知
識
の
豊
富
さ
、
経
営
に
お

け
る
変
化
と
高
度
化
の
歩
調
の
速
さ
、
特
に
知
識
の
実
践
へ
の
応
用
の
社
会
的
要
求
、
こ
れ
ら
が
わ
れ
わ
れ
を
確
信
せ
し
め
る
主
要
な
要

素
の
い
く
つ
か
で
あ
る
。
更
に
、
少
く
と
も
有
用
な
経
営
理
論
へ
の
端
緒
を
開
く
可
能
性
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
理
論
は
発
見
さ
れ
、

証
明
さ
れ
、
法
則
化
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
要
素
や
原
理
を
も
っ
て
「
最
終
的
に
」
検
一
証
さ
れ
た
理
論
で
は
な
く
、
領
域
を
定
義
し
分
類
す
る

概
念
的
図
式
、
経
験
や
研
究
か
ら
蒸
溜
さ
れ
た
信
頼
し
う
る
知
識
の
断
片
が
、
あ
る
体
系
を
も
っ
て
そ
の
中
に
位
置
づ
吋
ら
れ
、
そ
と
で

は
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
発
見
も
経
自
の
全
任
務
の
見
透
し
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
な
概
念
的
思
考
基
準
で
あ
る

n

確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
理
論
へ
の
出
発
は
可
能
で
あ
る
。
そ
の
基
礎
的
枠
組
も
そ
の
用
語
も
す
べ
て
の
人
に
は
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
多
く
の
人
に
は
受
け
容
れ
ら
れ
、
多
分
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
言
葉
や
概
念
の
い
く
つ
か
は
広
く
承
認
さ
れ
た
意
味
を

も
つ
で
あ
ろ
う
。
経
営
者
側
に
は
そ
の
徴
候
が
あ
る
。
学
者
側
に
お
い
て
も
そ
の
用
語
や
ア
プ
ロ
ー
チ
を
話
し
合
え
理
解
し
始
め
た
徴
候

が
見
ら
れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
て
可
な
り
の
喰
い
違
い
の
部
分
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
実
際
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
役
立
つ
一
般
理
論
へ
の
運

動
が
行
わ
れ
る
と
い
う
希
望
は
も
て
る
。
少
く
と
も
、
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
異
な
る

ι
と
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
承
認
さ



れ
う
る
。
こ
の
問
題
に
お
け
る
次
の
一
歩
は
経
営
学
に
関
心
を
も
つ
も
の
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
異
な
る
こ
と
が
何
で
あ
る
か
を
見
る

の
に
、
よ
り
正
確
に
案
内
図
と
し
て
役
立
ち
う
る
一
つ
の
概
念
的
図
式
に
更
に
一
歩
近
づ
〈
こ
と
で
あ
る
。

ク

I
Y
ツ
の
こ
の
よ
う
な
主
張
は
如
何
に
し
て
可
能
か
。
そ
の
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
サ
イ
モ
ソ
の
主
張
に
耳
を
傾
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
未
完
)

ω
同
S
E
N
-
国

自

$
0
6
0ロロ
o
f
n
也
、

zz胸、
~
E
ミ

旨

童

話

6
3
5
F
H
E
O色
・
巴
回
目
宮
内
同

E
・
E
包・

ω
a
E
S歪
-
第
二
肱
に
よ
れ
ば
、
本
有

の
体
系
は
「
匹
。
回
目
官
民
冨
E
a
o目
自
仲

N
O品
ロ
H
E
r
s
ω
ω
帥

Z
田
口
問
デ
ロ
可
ontoロ

F
E
Eロ
旨
m

a・
円
。
回
可
。
]
と
な
っ
て
い
る
e

ω
私
は
広
く
経
営
学
と
呼
ば
れ
て
い
る
学
問
に
は
、
経
済
学
派
、
管
理
学
派
、
組
織
主
派
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
「
経
由
の
論
理
」
に
よ
る
統
一
と
し
て
「
経
営
晶
子
」
が

成
立
つ
と
考
え
る
。
ク
l
γ

ツ
は
明
ら
か
に
フ
ェ
イ
ヨ
ル
以
来
の
管
理
学
梶
山
に
属
す
る
。
管
理
学
保
と
組
織
学
冊
と
の
対
立
は
組
織
理
論
に
お
い
て
最
も
明
確
ー
と
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
組
織
学
と
経
営
学
」
、
『
彦
摂
諦
叢
』
第
=
一
O
一
号
(
昭
和
三
十
一
年
三
月
)
、
「
経
営
学
的
組
絹
概
念
の
発
展
」
、
『
草
根
論
叢
』
坊
三
七
号
(
昭

和
三
十
三
年
五
月
)
、
「
組
織
論
の
型
と
経
営
学
的
組
織
論
の
問
題
」
、
日
本
経
営
学
会
編
『
経
営
学
に
お
け
る
組
織
論
の
展
開
役
割
・
地
位
』
な
ど
参
照
。

同
彼
仕
上
述
の
』
U
3
3
2ミ
E
ミ
」
4
p
s
n
h喜
N室
内
の
第
一
部
に
お
い
て
経
営
学
の
発
展
史
を
詳
細
に
説
い
て
お
り
、
こ
の
論
文
は
こ
れ
に
某
づ
く
も
の
で
あ
る
。

叫
問
。
。
ロ

E
(は
n
H
Y
M
1
E
E司
九

a
q諮
問
叫
吉
氏
叶
註
号
、
旬
。
、

h
h
E
E
h
S誌
S
F
U
-
N

同

w
E
Rヨ
U
M

M
w
h
~ぜた同司、

MVMVMlu

明

言

F
H
M
U
M
-
E
な
お
、
こ
の
分
類
に
は
経
営
経
済
学
派
が
見
帯
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
粧
の
管
耳
キ
的
す
場
の
た
め
で
る
る
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
点
、

む
し
ろ
国
m
q
p
g
日
正
呂
田
mHO--hRsaha室町
a
F
E
E
-
u
u
の
舟
顕
表
が
や
や
優
れ
て
い
る
L

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

同
刷
著
『
フ
ヱ
イ
ヨ
ル
管
理
論
研
究
L

参
照
。
な
お
、
普
遍
主
義
に
つ
い
て
は
同
書
七
七
頁
以
下
参
照
。

別
問
。
。
ロ
F
H
J室
内
抽
出
宮
魚
、
足
言
語
号
室
町
は
こ
れ
を
一
目
し
て
い
い
る
。
そ
れ
は
私
の
い
う
管
理
学
派
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

側

ロ

巴
0
・
開
・
吋
宮
町
高
邑
。
荷
主

Z
G
3
-
s
s
岡
本
康
雄
訣
『
現
代
の
企
業
組
織
と
経
営
者
』

仰
バ
ー
ナ
ー
ド
を
如
何
に
解
す
る
か
は
容
易
な
問
題
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
も
果
し
て
真
に
バ
ー
ナ
ー
ド
を
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
場
合
が
多
い
。
ク
l

ン
ッ
に
も
そ
の
難
い
が
揖
い
。
ハ
l
ナ
l
ド
を
単
忙
社
会
体
系
学
派
と
す
る
の
は
当
ら
な
い
と
思
う
。
バ
ー
ナ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
バ
ー
ナ
ー
ド
組
織
理
論
の
経

γ
メ
リ
カ
経
古
学
の
方
法
的
反
省
と
経
営
学
本
質
五
刑
判

第
カ
十
四
巻

五
五:

第
四
号

五



ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
方
法
的
反
省
と
経
営
手
本
質
論
付

第
九
十
四
巻

二
五
六

第
四
号

営
学
的
瓜
表
」
、
明
彦
根
論
叢
』
第
九
一
号
(
昭
和
=
一
十
七
年
一
月
〕
参
問
。

伸

同

o
o
E
P

。b
S
F
匂

-H0・

帥

思

止

-
3
H
e
t
E

同
拙
著
『
経
営
学
要
論
』
一
一
七
頁
参
照
。

悼

巴

巴

P
A
Mも・

2
?
M
V
叩
デ
イ
山
げ
は
こ
こ
で
普
通
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
批
判
し
、
そ
の
代
表
と
し
て
フ
ェ
イ
ヨ
ル
、
7
1
ウ
ィ
ッ
ク
、
グ

νイ
ク
ナ
ス
、
ブ
ラ
ウ

ン
な
ピ
を
あ
げ
て
い
る
。

神
コ
グ
ホ
も
同
様
に
批
評
し
て
い
る
。
「
と
↑
」
ろ
で
、
驚
い
た
こ
し
と
に
は
、
デ
イ
ル
が
こ
の

m
g
m終
日
m
h
w
E
N
O
E
か
ら
導
き
出
す
と
こ
ろ
の
指
導
原
理
ほ
、
置
く
実

業
家
の
居
条
と
な
っ
て
来
た
と
こ
ろ
の
組
織
や
統
制
に
つ
い
て
の
伝
統
的
概
念
の
い
く
つ
か
ぐ
あ
お
。
」
開
。
ゎ

y
cも
E
S
F
℃

E
・

明

グ

l
y
y
は

KFHmuE♂
」
UR2SAN号
、
お
里
民
也
、
h
a
E
E
R
S
-
H
C司
』
匂
訟
の
結
論
を
、
驚
く
へ
き
原
理
の
誤
用
と
指
摘
し
て
い
る
。

同
岡
。
。
ロ
冒
・
生
一

S
F

同

V
U
E
1
H∞

M
H

出
~
札
九
回

U
M
G戸
同

同
憤
は
別
の
と
こ
ろ
で
折
衷
的
方
法
官
己
R
E
O
同

U匂
H
O
E
-
の
品
一
要
を
抗
の
如
く
説
ρ
て
い
る
。
「
経
営
訴
究
髄
域
の
種
々
の
接
近
方
法
や
研
究
者
と
経
常
設
践

の
要
求
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
架
橋
す
る
可
能
性
は
経
営
の
概
念
的
枠
組
を
基
礎
学
科
か
ら
適
切
な
知
識
と
し
て
抽
出
折
衷
し
て
結
合
す
る
こ
と
に
あ
ゐ
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

は
経
営
学
を
純
粋
に
折
衷
学
吉
国
z
q
z
z
n
c
n
a
2
0言
。
〉
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ぞ
れ
自
身
の
中
心
学
理
を
も
ち
、
し
か
も
多
く
の
他
学
科
か
ら
の
抽

出
に
よ
っ
て
、
支
持
さ
れ
拡
犬
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
意
せ
よ
」
。
♀
喜
一
切
出
島

伺
詳
細
は
問
。
。
ロ
冒
富
島

D-
口
。
ロ
ロ
o
y
zさ
ghvp句
。
H
H
h
言
語
皇
室
悼
の
体
系
を
参
昭
さ
れ
た
い

D

同
問
。

o
z・。、

s
T
M
V
H
O
N
-

同
こ
の
方
法
は
い
う
ま
で
も

k
t
ノ

l
ョ
ー
が
七
張
し
、
採
用
し
、
効
果
壱
あ
げ
た
も
の
と
し
て
↑
有
名
で
あ
る
。
冨
者
0
・
F
g
G
E
s
t
守

是

言

切

ミ

E

-
3
九車内
3
R
H
C邑
h
N己
E
F
E話、

U
H
F
U
U
宮

u
p
E
呂
占
ア
肱
井
信
行
『
人
間
関
係
と
経
営
者
』
参
照
。
グ
1
ゾ
ツ
が
メ
ヨ

l
に
全
〈
触
れ
て
い
な

い
の
は
お
か
し
い
。


